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各  位 
 

会 社 名 株 式 会 社 ラ ス ト ワ ン マ イ ル 
代表者名 代 表 取 締 役 社 長  渡 辺  誠 

 (コード番号：9252 東証グロース) 
問合せ先 取締役 財務経理部長 市川 康平 

 (電話番号 050-1781-0250) 
 
 

株式会社キャリアの株式取得(子会社化)に関するお知らせ 
 
当社は、2023年７月19日開催の取締役会において、株式会社キャリア(以下「キャリア」の全株式を取

得し、連結子会社化することを決議いたしましたので、お知らせいたします。 
 

 
記 

 
１. 株式取得の理由 

当社グループは、インサイドセールスセンターを活用し、電気、ガス、宅配水、インターネットな
どの生活に関わるインフラサービスを、新生活を始めるタイミングに、顧客に対して販売する「ラス
トワンマイル事業」をメイン事業としております。 
現在、当社グループは池袋本社、福岡営業所の２拠点と、子会社である株式会社ブロードバンドコ

ネクションがある北海道の３拠点でインサイドセールスセンターを運営しております。 
この度、当社グループに参画するキャリアは、北海道で光コラボレーションモデル等のインターネ

ットサービスの販売・卸売事業を運営しております。 
本件により、キャリアが保有するノウハウとの事業シナジー、サービス提供エリア・顧客層の拡大

が見込め、お互いの業容拡大ならびにストック型収益の拡大を推進してまいります。 
 

 
２. 異動する子会社の概要 

(１) 名 称 株式会社キャリア 

(２) 所 在 地 北海道札幌市北区北7条西６丁目２番地34 

(３) 代表者の役職・氏名 代表取締役 阿部 永 

(４) 事 業 内 容 
光コラボレーションモデル等のインターネットサービスの販売・卸売
事業 

(５) 資 本 金 3,000万円（2023年５月末現在） 

(６) 設 立 年 月 日 2010年６月24日 

(７) 大株主及び持株比率 
阿部 永 50％ 

佐々木 進吾 50％ 

(８) 当 社 と の 関 係 

資 本 関 係 記載する事項はありません。 

人 的 関 係 記載する事項はありません。 

取 引 関 係 記載する事項はありません。 

(９) 当該会社の最近３年間の経営成績及び財政状態 

 決算期 2020年５月期 2021年５月期 2022年５月期 



 純 資 産 108百万円 118百万円 122百万円 

 総 資 産 593百万円 557百万円 482百万円 

 １株 当たり純資産 217,003円03銭 237,499円16銭 245,420円94銭 

 売 上 高 847百万円 1,005百万円 935百万円 

 営 業 利 益 50百万円 10百万円 1百万円 

 経 常 利 益 50百万円 10百万円 2百万円 

 当 期 純 利 益 50百万円 10百万円 3百万円 

 １株当たり当期純利益 100,559円76銭 20,495円86銭 7,921円77銭 

 １株 当たり配当金 0円00銭 0円00銭 0円00銭 

 
３. 株式取得の相手先の概要 

(１) 氏 名 阿部 永 

(２) 住 所 北海道札幌市 

(３) 
上 場 会 社 と 

当 該 個 人 の 関 係 
記載事項はありません。 

 

(１) 氏 名 佐々木 進吾 

(２) 住 所 北海道札幌市 

(３) 
上 場 会 社 と 

当 該 個 人 の 関 係 
記載事項はありません。 

 
 
４. 取得株式数、取得価格及び取得前後の所有株式の状況 

(１) 異動前の所有株式数 

0株 

(議決権の数：0個) 

(議決権所有割合：0％) 

(２) 取 得 株 式 数 

500株 

(議決権の数：500個) 

(発行済み株式数に対する割合：100％) 

(３) 取 得 価 格 

株式会社キャリアの普通株式   505百万円(注) 

アドバイザリー費用(概算額)   2百万円 

合計(概算額)          507百万円 

(４) 異動後の所有株式数 

500株 

(議決権の数：500個) 

(議決権所有割合：100％) 

(注) 株価算定の対象であるキャリアは、今後事業の継続を前提としており、事業計画書も作成されて
いることから、収益性及び将来性に着目したディスカウンテッド・キャッシュ・フロー方式（Ｄ
ＣＦ方式）採用いたしました。 

 
 

５. 日程 

(１) 取 締 役 会 決 議 日 2023年７月19日 

(２) 株式譲渡契約締結日 2023年７月19日 

(３) 株 式 譲 渡 実 行 日 2022年９月１日 

 

  



６. その他 
「２.異動する子会社の概要」に記載のとおり、直近３か年は減益傾向にありますが、これは従来フ
ロー型収益の事業を中心に運営しておりましたが、2021年５月期より本格的にストック型収益の事
業に注力したことによるものです。 
※フロー型収益とは契約の成立時に一時金として得られる収益のことであります。ストック型収益
とは、顧客の契約が継続している限り、サービスの利用料として継続的に得られる収益のことで
す。ストック型収益は、フロー型収益と比較して一時点における収益は低いものの、長期的に収
益が積みあがるため、総合的に得られる収益は大きくなります。 

 
７. 今後の見通し 

本件により、当該会社は当社の連結子会社となる見込みです。2023年８月期の連結業績に与える影
響につきましては、現在精査中であり、今後公表すべき事項が生じた場合には、速やかにお知らせい
たします。 
 

 
 

以上 

(参考)当期連結業績予想(2023年４月 14日公表分)及び前期連結実績 

(単位：百万円) 

 
連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 

親会社株主に帰属

する当期純利益 

当期連結業績予想 

（2023年８月期） 
8,830 160 170 162 

前期連結実績 

（2022年８月期） 
6,544 △ 32 △ 30 △ 54 

 
 
 


